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●どのような力を、どのレベルまで身につけるのか【目指す能力とその次元】

3

学

期

・図形と方程式

　円の方程式

　奇跡と領域

・図形（円の方程式）について理解を深め、自在に使える

ようになる。

・与えられた条件を満たす点の軌跡を求めることができる

ようにする。

・不等式の表す領域を図示することができるようにする。

1

学

期

・三角関数

　三角比の復習

　一般角、弧度法の表記

　三角関数について（性質・グラフ・方程式）

・一般角、弧度法について理解する。

・一般角の三角関数について理解する。

・三角関数の相互関係や性質について理解する。

・三角関数のグラフがかけるようにする。

・三角関数を含む方程式や不等式の解法を理解する。

2

学

期

・三角関数

　加法定理

　２倍角、半角の公式

・図形と方程式

　点と直線

・三角関数の加法定理やその利用法を理解する。

・2倍角の公式，半角の公式及びその利用法を理解す

る。

・図形（点と直線）について理解を深め、自在に使え

るようになる。

学期 学　習　内　容 学習活動・ねらい

評価の

観点
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価基準

三角関数や図形と方程式を通して基本的

な意味や原理・法則，用語・記号などを

理解し，数学的な知識を身に付ける。

数学を活用して事象を論理的に考察する

力、事象の本質や他の事象との関係を認

識し統合的・発展的に考察する力、数学

的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的

確に表現する力を身に付けている。

図形と方程式、三角関数の分野におい

て，数学のよさを認識し積極的に数学を

活用しようとする態度，粘り強く柔軟に

考え数学的論拠に基づいて判断しようと

する態度，問題解決の過程を振り返って

考察を深めたり評価・改善したりしよう

とする態度を身に付けている。

評価方法

・定期考査

・ノート

・発表点

・定期考査

・レポート

・授業への積極的な態度

・レポート

・ノート

・問題を解こうとする態度

●いつ、何を学ぶか【学習内容】

学習の目標

・図形と方程式、三角関数についての基本的概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学

的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。
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